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日本アメリカ史学会年次大会 

                                           

日時：２００５年９月１７日（土）、１８日（日） 

場所：662-8501 兵庫県西宮市上ヶ原１－１－１５５ 

関西学院大学上ヶ原キャンパス F 号館  

 

９月１７日（土）                                   

 

９：００~  受付開始 

自由論題報告 ９：４０~１２：３０ 

部会A 司会 米山 裕 （立命館大学） 

報告1 深 豊幸 （同志社大学大学院） ９：４０~１０：２０   

  「アメリカン・リージョン(American Legion)： 

米国の復員兵士団体によるカリフォルニア州日本人移民排斥運動への関与の過程に関する考察」 

報告２ 柳澤 幾美 （名古屋外国語大学非常勤講師） １０：２０~１１：００ 

「定着期日本人移民女性の歴史：『アメリカ市民』の母への道」 

報告３ 宮本 なつき （九州大学大学院･日本学術振興会特別研究員） １１:１０~１１:５０ 

   「砂糖きび畑の女性たちーハワイ日本人移民労働女性と労働運動」 

報告４ 飯島 真里子 （オックスフォード大学大学院） １１:５０~１２:３０ 

「Kona Coffee Cultural Festivalに見るハワイ日系人コーヒー栽培者のアイデンティティー形成の考察」 

 

部会B 司会 北 美幸 （北九州市立大学） 

報告１ 宮下 敬志 （立命館大学大学院） ９：４０~１０：２０   

  「アメリカ先住民同化運動と植民地改革運動との関係性̶世紀転換期の先住民同化運動参加者の分析を手がかり

に」 

報告２ 松井 美子 （神戸市外国語大学大学院） １０：２０~１１：００ 
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「１９世紀後半のサンフランシスコ市における中国人洗濯屋と規制条例̶1886年のイック対ホプキンス事件とその

背景」 

報告３ 大井 由紀 （一橋大学大学院･日本学術振興会特別研究員） １１:１０~１１:５０ 

  「『移民の国アメリカ』を問う̶人種・ジェンダー・階級に基づく国家形成と中国系移民」 

報告４ 高廣 凡子 （東北大学大学院） １１:５０~１２:３０ 

「カリフォルニア州刑務所における『人種主義』撤廃運動の展開̶1970年フォルサム刑務所の事例を中心に」 

 

部会C 司会 常松 洋（京都女子大学） 

報告1 小池 航太 （明治大学大学院） １０：２０~１１：００    

 「モンロー政権期のニューヨーク貿易商」 

報告２ 都築 博子 （東京大学大学院） １１:１０~１１:５０ 

「19世紀太平洋における捕鯨産業の隆盛とハワイ王国の多民族化」 

報告３ 池本 真紀 （日本学術振興会特別研究員） １１:５０~１２:３０ 

  「革新主義期におけるコミュニティ・センター運動̶多元的社会統合への試論」 

 

部会D 司会 杉田 米行 （大阪外国語大学） 

報告1 池上 大祐 （九州大学大学院）  １０：２０~１１：００ 

「ルーズヴェルト政権の植民地『独立』言説̶国際信託統治構想との関連から」 

報告２ 西川 賢 （慶應義塾大学大学院） １１:１０~１１:５０ 

「ニューディール期の『政党マシーン』と『労働組合』̶政党マシーンはなぜ崩壊したのか」 

報告３ 梅崎 透 （東京大学アメリカ太平洋地域研究センター研究機関研究員） １１:５０~１２:３０ 

   「キューバ革命とニューヨーク・ラディカリズムの再編̶アメリカ『60年代』論の再考にむけて」 

１２：３０~１３：３０ 昼食休憩 

            幹事会（関学会館ポプラ） 
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シンポジウム１  「アトランティック・ヒストリー」 １３：３０~１７：００ 

  

報告者 

  布留川 正博 （同志社大学） 

   「イギリスの奴隷貿易・奴隷制廃止運動とシエラ・レオネ植民地」 

  北村 暁夫 （日本女子大学） 

   「イタリア移民の排斥と統合̶̶アメリカ合衆国・フランス・アルゼンチンの比較史」 

  村田 勝幸 （北海道大学） 

   「人種主義と対峙するアフリカン・ディアスポラ̶̶アメリカ都市空間と『差違を織り込んだ連帯』」 

 

司会・コメンテーター： 和田 光弘 （名古屋大学） 

 

総会 １７：００~１８：００  F号館２F 

懇親会 １８：３０~２０：３０   会場：関学会館 

 

 

９月１８日（日）                                

シンポジウム ２ 「近代化と身体̶̶身体に関する知の編成をめぐって」  ９：３０~１１：４５ 

 

報告者 

  鈴木 七美 (京都文教大学) 

「近代化とセルフ・ファッショニング̶̶19世紀アメリカ合衆国のポピュラー・ヘルス・ムーヴメント」 

小野 直子 (富山大学) 

「死亡率の国家問題化」 
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司会・コメンテーター： 肥後本 芳男 （同志社大学） 

 

１１：４５~１３：００ 昼食休憩 

 

シンポジウム ３ 「高等教育とアメリカ社会」13:00~16:00 

 

報告者 

  坂本 辰朗 （創価大学） 

   「19世紀アメリカの女性高等教育史研究」 

立川 明 （国際基督教大学） 

   「アメリカにおける大学と連邦・州政府との関係の歴史̶̶19世紀から20世紀」 

  松浦 良充 （慶応義塾大学） 

   「Liberal Artsとアメリカ社会̶̶19~20世紀思想史の文脈において」 

 

司会: 中村 雅子 (桜美林大学) 

コメンテーター： 橋本 伸也 （広島大学） 

１６：００~   次年度年次大会開催地の報告、 会計報告ほか 

大会会場案内：兵庫県西宮市上ヶ原１－１－１５５ 

関西学院大学上ヶ原キャンパス F 号館  

   懇親会会場：関学会館 

   連絡先:関西学院大学文学部西洋史学研究室(Tel･Fax0798-54-6215) 
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最寄り駅 

阪急電鉄今津線甲東園駅(梅田あるいは三宮から神戸線で、西宮北口乗換え)約20分 

        大学までバス5分、歩き15分。タクシーに乗られる場合は、西宮北口北出口西側から8分 

JR山陽本線西ノ宮駅(新大阪から快速15分) 

        大学までバス20分(バスの便は1時間に2本だけです)、北出口からのタクシー10分 

 

大会時の昼食につきましては、大学が夏休み中につき、十分なものではありません。大学内あるいは周辺に 

は若干の飲食店、コンヴィニエンス・トアがございますが、両日ともに、ご参加の方々が各自でご持参ください 

ますようにお願いします。 

 

宿泊につきましては、各自で手配下さいますようお願い申し上げます。大会会場への最も近いホテルは宝塚にな 

りますが、梅田か三宮の方が利便がよいかと思われます。ご参考までに、宝塚ならびに梅田、三宮の宿泊施設を 

ご紹介いたします。 

a)宝塚駅周辺 

宝塚ワシントンホテル（JR･阪急宝塚駅1分）TEL：0797-87-1771 FAX：0797-86-2287 
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宝塚ホテル(阪急宝塚南口1分) 0797-87-1151   (FAX)0797-87-9833 

b)梅田周辺 

    新阪急ホテル(阪急梅田駅1分)TEL：06-6372-5101 FAX：06-6374-6885 

大阪第一ホテル(JR大阪駅3分)TEL：06-6341-4411 FAX：06-6341-4930 

C)三宮周辺 

三宮ターミナルホテル（JR･阪急三宮1分）TEL：078-291-0001 FAX：078-291-0020 

    東急イン（JR･阪急三宮2分）TEL：078-291-0109 FAX：078-221-2917 

    神戸ワシントンプラザホテル(JR･阪急)三宮5分TEL：078-331-6111 FAX：078-331-6651 


